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をJIJ¥，、てl佃柴エストラジオールー 17s iJ!'i1立と卵胞の発

遣を調べ. plTj者の悶係を|明らかにしたコ

材料と方法

f共試個体 供耐えil1l1体の入手は第 l章に記載したと

おりである υ 本jiJI究にJlJ¥'、たutii11 Df[ (ilul休布二日¥F-1

~ F-1lJの11H控11寺の[18:111 J支は41. 5~78.5 cmの純|用

であり叶 F-lとF-2の 11'11111之はそれぞれ78.5C111と68.4

cm それ以外の 9DHは61.6cm以下であった (Table

2-1) c 捕獲から2006';fまでの1I'rJに 4(il'iは卵胞の党達が

昨認され.それ以外の 7~nは 1出認されなかったぐそこ

で， イヰM究に)IJ¥，、たutfi11 ~J~[ のうち. 011 fJ包の発達が1i{1'ii.包

された 4HJ'i (F目1~ F-4J は成熟↑|川体.それ以外の 7

頭 (F-5~ F-11Jは未b)(:熟個体と|ズ分した

飼育方法 iJt ~削1 ，'，1 体の主成方法は.~li!11卜川. iM;j( 

(2006) とKobay日shi1'1 al. (2006) にiltじた本liJI')¥'.

における養成方法の概要を Table.2-2に示した 飼育

Table 2-1. Summary of body size of female ha'v'¥ァksbillturtles usecl this stucly 

Straight carapace length (C111) 

Femalc At the capture Growth rate 

( 1999-2002) 
2007 2008 2009 

Mature F~ 1 78.5 82.9 82.4 82.3 -0.6 

F戸 2 68.4 77.6 77.8 77.9 0.3 

F-3 59.0 73.2 72.8 73.3 。1

F四 4 53.4 78.4 78.2 79.0 0.6 

ルlean 64.8土11.0 78.0土4.077.8土3.978.1土3.7 0.1土0.5

Immature F-5 41.5 77.8 78.0 78.6 0.8 

F-6 46.6 76.7 76.8 77.8 1.1 

F回 7 55.5 76.1 76.6 77.5 1.4 

F-8 61.6 74.1 74.9 77.4 コ今 J 、

F向。 54.8 64.4 64.2 65.0 0.6 

F-10 49.2 63.6 63.6 64.9 1.3 

F-11 45.5 60.1 60.0 61.8 1.7 

Mean 50.7土6.9 70.4土 7.470.6土7.671.9土7.5 1.5土o目。
¥-allles of straight carapace length shown in the table are for the 111eaSUrel11εnls in J anuary 

。feach vとar

ポ1:Growth 1・atewas a value which subtracted a value (Jf straight carap日celength in 2007 

from a vallle of straight carapace length in 2009 in each inclividual 

Table 2-2. Summary of rearing methocls for hawksbill lurtles 

R巴aringtank 

Sea water 

Water exchange rate 

Sea water tcmperature 

Photoperiod 

Feec1 

Supplement 

Feec1ing fi'equency 

Concrete tanks ofvolu111es of250 kL-
1
、200kL and 110 kL 

Sand filtered sea water 

250 kL lank 20-50%/dav.. 200 kL anc! 110 kL tanks: 100-200%/dav 

Natural condition' 

Natllral condition、

Anchovy and sqllid. qllantity of 1-2% ofturtle body weight 

Vitamins ancl calcium powdel¥qllantity of2.5 % of feecl weight 

3-5 times per ¥吋ek

ホ1250 kL tanll: w日sconnectecl with an artificial sancly beach ancl recirculating systel11 

'2 250 kL tank Vi日告 keptat 25-26 'C [r0111 Novel11ber to lvlar仁h

中3Light periods rangecl [rom 10.6 to 13.6 hours cluring the experimぞnt乱1periocls. 
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本研究の対象稀であるタイマイ Eretmochelys

imbricataは，ウミガメ科に属するウミガメ類の I税

で J~ に熱'帯からヰl'熱千rrのサンゴ{臨海域に生息してい

る。日本における本種の分布は伊豆半島以南であるが，

産卵の北限は南西諸島で、あり，その注卵1liil体数は非常

に少なLミ。本種は.古くからタンパク源のーっとして

内や卵が食用に供されてきただけではなく.剥製や甲

羅を用いた I~芸品(lCI 本で、はべっ EI'細川の原料とし

ても世界各地で利肘されてきた。しかし乱獲などに

よって生息数は減少し本稀は国際白然保護連合のレ

ッドリストの絶滅危慎 1A類に記載されている。また.

4~析をはじめとしたウミガメ類の保護対策の一環とし

て，ワシントン条約によって同|際的な商取引が禁止さ

れている。そして.このことによって日本のべつ甲産

業は原料の調達が不日J能となり，存亡の危機に直而し

ている。このようなことを背景として， 1999年から独

立行政法人水庫総台付|究センター阿海区水産{i)1究所王I

E支所は人 r.飼育した仔ガメの放流(Head-Starting)

による本積資源の!日|復を|二|指しイヰ杭の増J[I'i技術のflJl

究開発を開始した。 Head-Startingを行うためには.

安定的な抹卵と 1Jガメの「市保が不可欠であり.その

ためにはおlガメの繁殖機構を解明することが東要であ

る。そこで.本研究は飼育条件|、における本種の繁殖

生理や繁刑生態を解明することを 1-1的としたの

第 l中では，却のIfn摂テストステロン濃!主の変動と

交出行動を訓べ， '1''1:成熟とテストステロン濃度との閃

係をIYJらかにし a:fi;の繁殖周期jは句会ifであることがわ

かった。また， JI"( '1"長.尻尾の長さ， TE (也市長に

対する尻足の長さの比率)などの外部形態を指標とし

て雄の性成熟の状態を-ilJMべたところ， TEを指標とす

ることで簡便にa:ftの性成熟を判定できることがわかっ

た。

第 2i芋では， D目iの血唆エストラジオール -17s 濃度

の変動と卵巣の発達状態を訓べ.エストラジオールー

17 s濃度と卵巣の発達の関係を|悶らかにした。また.

Dtff のま定地同則は野生他|体と|司係に 2~3 年であるこ

と.飼育条件によっては毎年成熟できる可能性がある

ことが示唆された。

第3章では， 2006年から2009{ドにかけて雌の繁植生

態を調べ， jE卵数， )主卵回数， i#~ Jj lll品川，~，ふ化仔ガメ

の大きさは.野生タイマイの既存の報告例と大きな違

いは認められなかったが.ふ化率は野生倒体の事例よ

りも若しく低いことが明らかになった。

第 4半では，第 l主主から第 3章までの結果をもとに

総合考察を行った。飼育条件下のタイマイの性ホルモ

ンの動態は.野牛.1161体のものと同様の変動パターンを

示し飼育条件下であっても正J市に性ホルモンが分泌

されていることがわかった。交!壬期は 4月下旬から 5

月であったが， D出が雄の交!るを受け入れるよ1山聞は短い

ことが示唆された。このことから.確実に交尾をさせ



るためにはこの期間を逃さずに雌t.jtを阿同させて交尾

させる必要がある。交尾からふ化までの繁殖生態は，

野生個体の報告事例と大きな差はなかったものの，飼
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育条件下ではふ化率が非常に低いことが明らかとなっ

た。今後タイマイの明養殖をさらに推進するためには，

ふ化本を向 tさせる研究が急務である c


